
第 11回品質管理特別講演会

中企業におけるコンピュータの利用
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は じ め に

はじめ,規格協会から講演の依頼を受けたとき,私の

ところでは,たいしたことはやっていないので, 日本鋼

管とか三菱電機などから,品質管理情報システムのお話

しをしていただいたほうがいいのではないかと申しまし

た。ところがこの会合には,大企業のかたばか りでなく,

中小企業のかたが沢山参加されるということで,大 きな

会社で,非常にうまくやっているといっても,それは高

嶺の花であって,そ うした中企業での,は じめたばかり

のところ,未完成なところを話 ししたならば参考になる

のではないか, ということでした。

こういったわけで,「私のところではこんなふうに1ト

算機を使おうとしています」というようなところをお話

ししようと思 Vヽ ます。

私の会社は,資本金 は約 50億円で,大企業に近いか

もしれませんが,会社の性格として装置工業であり,中

間製品 (紙,パルプ)を扱っている供1係上,1電子計算機

で事務処理,技繊f計算をすることについては中小企業並

みです。

よく言われることですが,電子計算機に仕事をさせる

場合には,データーの件数が少なくとも1万件くらいな

ければ採算がとれないと言われています。私のところは

賃金計算をするにしても3000人 しかお りませんし,販

売のデーターを全部集めても,月 々数千枚 しかないとい

うような中企業なわけです。ですが,やはりこれからは

電子計算機をいれていかなければいけない, というとこ

ろで,4年 |ま ど前から電子計算機を導入してきました。

ですが, 今中したような状況なので,は じめから大きな

計算機を入れて大きなことをするということは,会社11の

規模からも,人 llのアfか らもできませんので,「 1分たち

の手のとどくところからばち1まちと, そしてメ止少のイリlI

でできるだけの効果をあげよう, というふ うにや つてき

ました。

山陽パルプ (株)機械計算課長

芳 賀  敏 郎

最近 MiS視察団がアメリカから帰って行なった報告 ,

経団連などの「コンピュータを使わない企業は将来脱落

するであろう」というような見解 などにのって,あ る

いはコンピュータメーカのセールスのじょうずさもあっ

て,あ まり先のことを考えずに電子計算機を入れ,入れ

たけれどもあまり思わしくないというようなところがか

なり多いと聞いております。私たちのところはそうなら

ないように,「石橋をたたいて渡る」式のや りかたで来

たという,ひ とつの例としてお聞きくださるといいかと

思います。

電算機の選び方・ 使 い方

私のところでどんな計算機が入つているのか,なぜそ
の計算機を選んだのかということからお話ししていこう

と思います。

いま,私どものところで使っている計算機 (使ってい

るということを,自 分の所に置いて使っている物に限定

しない。)は ,超小型から超大型までを,ま ったく混用 し

て使っております。

使っている 4つの機械の中でいちばん小さいのが,超

小型計算機 と言われているもので,日 本電気の 1240と

いう機械です。これは,オートマチック・コンピュータ

(プ ログラム内臓方式の電子計算機)の中でもいちばん

小さいものだと思います。記憶容量 も7け たの ものが

800ヮ ードしかありません。これが月レンタル約 20万円

です。ですからこれは中小企業で も十分使える機械で

す。これが現在 3台入つています。1台は東京本社で,

あとは主力工場である山口県の岩国と島根県の江津工場

に入っています。

それから本社には,中型の電子計算機の NEAC-22∞

モデル 200と いう計算機 が入ってお ります。これは月

200万円ぐらいのレンタルです。メモ リーで大きさでは

ひりますと,32000字の記憶容量です。中型の中でもか

なリノトさいほうに属するかと思います。

■

丼

薔l
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この超小型と中型の計算機は,自分の所にはいて使っ

ておりますが,これからはみだしたものは,よ その計算
センターの機械を時rlが りで使ってお ります。それも間

題によって 2つに使い分けております。

ひとつは, TOSBAC 3400-30で す。 これは に1本科学
技術連盟の計算センターで,1分間 600円の使用料で使
っています。(最近 TOSBAC 3400-41に レベルアップ

し,1分間 1500円 になりました)
これでも入らないような, もっと大きい時間のかかる

問題ですと IBMの 副・算センター (360-75)を 1分 ||り
約 80∞ 円の使用料で使っています。

つぎになぜ,こ のようにいろんな計算機を併用 してい

るかということをお話 しします。

電算機の値段 と能力

電子計算機というものは,値段が倍になると能力はそ
の 2乗に比例する,すなわち 4倍 ぐらいになるとよく言

われています。コス トから言いますとなるべく大きな計

算機を使ったほうが得であるというわけです。ですから

大企業のほうがコンピュータをいれても安いコス トで効

果をあげることができるのです。それに対 して中小企業

では,い くら計算機をいれてもコストあたりのメリット

はあまりないので採算1■はよくない と言 われるわけで

す。 しかしそんなことばかり言っていたのでは,われわ

れの企業では計算機を入れられません。ですからこうし

たことをカバーするために,それぞれの仕事の大きさ,

その要求に応 じて,4つの段階の計算機をうまく選択 し
ながら混ぜて使おうという方針をとってお ります。

つぎに,組み合わせですが,ど ういうことが物さしに

なって選択がされるか 11言いますと,ひ とつはコス トて

す。ほかの条件が許すならば大きな計算機を使った方が

安あがりだということです。

つぎに,こ れは大事な条件ですが,時『1の制約ですし

これは,大きな計算機は早いのですが,い くら早くても

計算センターヘ持っていって頼んで,2,3日 してもどっ

てくるというのでは使いものになりません。ですから時

間的制約があるならば,それはどうしても自分の所に計

算機を置いておくか, もしくはそれに準ずるくらいのlμ

さでサービスを受けら,じるりiを使うということが必要に

なってきます。これは人事なことなのですが,計 jlこ磯を

入れるまえの段階ではあまり考えていなかったのです。

実際に機械を入れてみますと時111的制約が非常に大きな

条件であるということがわかりました。

つぎに使いやすさです。

これは大 きな計算機 です と
「
ORTRANと か COBOL

とかの言葉が使われます。ところが小さい計算機,た と
えばここにあげました超小型の 1240ですとァッセンブ

ラしか使えないということで,そ ういう意味では使いに
くい―一面があります。

高度の利用の仕方を工夫する

これらのことを考えまして,私どものところでは,
(1)超小型は各事業所に置いておき,早 くフィードバ
ックしなくてはいけないものはできるだけこの超ノ」ヽ

型で処理する。

i2' 時111的市1約のあまりないもの,そのかわりいろい

ろこった集計がほしいというものは中型でやる。

というふうにしています。中型を使う場合,工場から東
京ヘデータを送ってきますが,送るのにもいろいろ工夫
して,列車指定というのを利用しています。山口県岩国
から夜の ``はやぶさ"に乗せますと,翌朝,東京に着き
ます。昼間計算をしてそれを夜の ``はやぶさ''に乗せま

すと翌朝には工場につくわけです。

スピー ドということは討
‐
算機の生命ですから,と もか

く,早 くほしいものは工場でそれぞれやってもらうとい
うことなのです。一時は,大 きい計算機を本社に置いて ,

それでコストを安くする, という考えかたもあったよう

ですが,結局はそうではなくて,できるだけ工場でやっ
てもらうということでゃっております。これは,コ スト
を安くJ―る,ス ピードを早くするということのほかに,
身近に自分たちで使えるコンピュータがあるというこ

とは,コ ンピュータに対する理解を高める,さ らに高度
な利用の仕方を工夫するという面でも効果をあげていま

す。

超小型の 1240は,小 さいわ りにはスピー ドその他 ,
1走力はずいぶん高いのです。弱いのは入出力,特にプリ
ントで,日J刷をたくさんするものになるとこの計算機は

使いものにならないわけです。たとえば 1か月分のデー

タ (lili質管理,品質,原料,資材などの)を月末にまと
めて処理 し,1か月間のサマリ,報告 を作る場合に,い
ちばん早 く必要な総括表とか,原価計算に使 う集計表な
どは 1240で作ってしまいます。計算機のコア記憶装置

の中にテーブルを作って,その中に分類集計すれば出来
るような集計は,みな 1240で やってしまいます。いち

ばん大きなシリだけは 1240を使い,各工場で結果を出
してしまう。そ して結果のでた紙テープを本社へ送る

と,本社には 2200がありますからこれでいろいろ分類
したり, 目的男1にかi別 して集計したり,過去のデータは
全部磁気テープに1野いてありますので時系列的な表を作

ったり,グラフを作ったりしてそれ を工場に もどしま
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す。このように,急 ぐものは工場でや り,さ らに洵‖かく

深 くやる,ノb型ではできない,そ して数日遅れても支障

のないものは東京で集中処理をするということにしてお

ります。

たいていの仕事は私どもの所にある中型で1間に合 うの

ですが,こ の 2200と いうのは事務 計算向きに設計され

た機械ですので,技術計算月1に使 うとたい・ヽ ん効率が悪

く,非常にH寺間がかかります。ですからそういうものは

日科技連へ持っていったり,IBMセ ンターヘ持ってい
つたりします。そうしますと単価はずいぶんriいのです

がスピー ドが非常に違 うので,か えって安上 りです。

私どもの中型を使って,1時間もかかるものを TOSBAC
3400でやると数分,だいたい 1/50ぐ らいになります。

さらに IBM 360-75で は,1/1000ぐ らいに早 くなりま

す。

先日ある技術計算で微分方程式を解 くずいお1ん複雑な

シミュレーションをやったのですが,私 どもの:磯 1′支でブ
ログラムを作ってデバッグをして,テ ストデータでいい

という所まで見当をつけて,それでだいたいの計算時 |1電

の予想をたててみますと,50時間かかるということにな

りました。50時「ilな どとても時間がとれませんので,そ

れを IBMへ持っていきますとたった 3分でできてしよ
ったのです。値段的に言ってもひじょうに安いわけです。

こうレヽうふ うに, tヽ ろいろ使いわけるとVヽ うことをす

ると, 1,れ われ ||!小企業でも比較的やすく, it ilLな |11題

からむずかしい1占1題 まで処理す ることができる1)け で

す。

計算機の導入過程

こオしが現状ですが, ここに到達するまでどういう経過

をたどってきたかをつぎにお話 しします。

私どもが,い ちばんはじめに入れた機械は超小型 NE
AC 1240のひとつ前の 1210と いう, もっと遅い計算機

が本社 と工場に入 りました。その時は中型!の 2200は 本

社に入っていませんで, よその計算センターを借 りて月

に 2回 ぐらいバ ッチで処理をするようにしてい 11し た。

集計,賃金計算などもこの方法でやっていました。どう
せ ,は じめから中型計算機をいれても,1か月に 100時 111

も200時間 t)使 うということは無理な話 して,大 きな会

社で,優秀な人材がたくさんいて,プ ログラマーを 20～

30人 もぱっとかき集めてシステス作 りができるよ うな

ところならばいいのですが,と てもそういうことはでき

ない。4,5人のスタッフではじめたのですから, 1台 を

使いこなせないわけです。ですから|ま じめt/Dう らは, よ

その計算センターと長り切契約をして 1かりl llllに 50時 111

使わせてもらう,そのかわり時間あたりの単価を安 く借
りて,それでスター トしました。はじめは 50時 間 もな
かなか使いきれなかった ものが,1年,1年半とたつう
ちに 50時間はじゅうぶん使いきれるようになってきた

というので ,は じめから2年あまりたった今年 (1969年 )

の 5月 に, うちで計算機をいれることにしました。その

時はもう50時間をオーバ して60～ 70時間ぐらい使って

いました。計算機を入れるにあたっても,ど うせ入れて

も当分の間は 100時間ぐらいしか使えないだろうから,

どこか適当なパー トナーを見つけて, 2社で共同して利

りllし ようじゃないかということで,あ ちこちを探 しまし

た。なかなか相手がいなかったのですが日本電気の営業

の方に適当な相手のかたを見つけていただき,現在では
2社が共同で利用しております。

共同利用というのは ,う ちが貸すというのではなくて ,

完全に 2社対等で, レンタルも半々ずつだして使 うとい

うや りかたです。時間は,毎週金IIC日 に翌週のスケジュー

ルを打ち合わせて,臨時に必要があったらお互いに融通
しあって,と いうような,き わめて紳士的な協定で,大変

うまくやっております。したがってレンタル料 2∞ 万円

とあ りますが ,実際にはわずか 100万円あまりの費用で ,

NEAC 2200を思 うぞんぶん使つていることになります。

ソフ トウェア とオープ ンプ ログラマー

このように,計算機のハー ドウェア関係はこうなので

すが, こオしを使 うためにはどうしてもソフトウェアがな

ければいけないわけで,プログラマーの教育ということ
が,非常に大事になってまいります。と同時に,プログ
ラマーの教育を通じて会社の中全体に,計算機に対する
理解を深めてもらうということが大事になってまいりま

す。計算機室のスタッフは,現在では 7人にふえました
けれど,は じめは 3,4人でやってお りま した。したが

って,自 分達だけで計算機をフルに使おうと思ってもな

かなか無理であるから,一般の人にもどんどん使っても
らおうではないかということになりました。

たまたま,最近工場の製造部門,技術部門で,プ ロセ
スコントロールをコンピュータで,直接オンラインでや
ろうという機運があって,その勉強会をやってお りまし

た。そういう人達と接して話 しあってみますと,本でい

ろいろ知ったけれども,実際にコンピュータを使ったこ

とがないからどうもピンとこないということでした。そ

オLは ちょうどいいということで,そ ういう人達を相手に

I卜算機の講習会 をしました。「百聞は一見にしかず」と

いいますが,本を読んでもわからなかつたことが,コ ン

ピュータをいっぺん見ることによって,非常に理解を深
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めることができます。さらに,「百見は一回の使用 に し

かず」て ,実際に使ってみて,本当に理解してもらう,コ

ンピュータを実際に自分で手をふれて使ってみる,プ ロ

グラムを作ってみる, ということが非常に大 11「であり効

果的であることがわかりました。その時 Iま ,フ ロセスコ

ントロール関係の技術屋さんが対象だったのですが,そ

れが非常に成果を上げましたので,それを41務系統の人

たちにまで範囲をひろげました。NEAC 1240は ,各工

場にありますから,その計算機の講習会を数回にわたっ

てや りました。この計算機はアッセンブラしか使えない

ということはあるのですが,いいことは命令の種類iがわ

ずか 24種類 しかありません。命令の構成がきわめて館i

単であるという,初心者に教えるのには適 した性質を持

った機械です。したがって 4,5日 間,朝から夕方 6～7

時まで講習 しますとだいたいマスターできるようになり

ます。こういうのをオープンプログラマー といいます

が,こ のように適当に指導することによって,工場のか

なりの部門でそれを生かし,プ ログラムを作ることに成

功 しました。

計算機にのせる仕事の対象を大まかに考えますと,事

務計算と技ai計算,それからそのどっちともつかない

中間な,管理 (ORと いったほうがあたるかもしれませ

ん)の計,Iの 3つ に分けらオします。こオLら の仕JFを機械

にのせるのですが,のせかたに 2通 りあるのではないか

と考えます。

ひとつは単独にのせるということです。これは,た と

えば給料計算をするとか,品質管理で言えばデータのあ

るものを,ヒ ス トグラムを作ってみる,イツ1究り|で実験 し

たデータの重回帰分析をする,二元配はや直交表の解析

をするとかのようにデータを入メ丁(ア ウト・フットする

とそのデータは一応終わりという仕事です。

もうひとつは,シ ステム としてのせるということで

す。

こういうユli独たのせるもの,ないし1ま ひとつ t/9シ ステ

ムとしてのせるものにしても,ひ とつの単位,た とえば

諜単位でのせるようなものは,われわれ専門t7Jス タッフ

ではなく,オープンプログラマーでどんどんや りなさい

というところで現在進めてお ります。11務 計算ですと

1240を 使ってできます。ORで す と,た とえば LPと

か PERTと かシミュレーションなどとレ` うのは 2200

で,そのプログラムパッケージは日本午E気からさていま

すから,その使いかたさえ説明すればそれもどんどんで

きるだろう。技術計算も,ち ょっと大きなものは FOR_

TRAN,簡 崎1な ものは 1240のアッセ ンプラを使ってや

れば,ユ11独 なものは全部消化できるでしょう,と いうこ

とでやっています。

それに対してシステムとなりますと,それはそう簡単
にはいかなくなります。こういうのはスペシャリストが

やる。事務計算もだんだん複雑になってきて,たとえば

製造部門が効率を出したり,原単位 を求めた りする仕
事,経理部門はそういうデータをもらって今度は原価計
算をする,こ うしたところまではそれぞれ単独でなされ

ているわけですが,それがある程度進行した段階で,両方

ふくめてひとつのシステムにしようというものは,ス ペ

シャリストがやる。そんなふうに仕事を分担してなるベ

くオープンプログラマーにやってもらうということにし

ております。これはさっき言ったわれわれ専門家のキャ

パシティの問題もありますが,も うひとつ大事なこと

は,こ ういう事を通して一般の人たちにコンピュータに

親近感を持ってもらう,自分たちでも使えるんだという

ことを理解してもらう。それからさらにわれわれが大き

なシステムを設計した場合にそういう人達が外部にいて

協力してもらえる,そ ういうことをねらっているわけで

す。実際に最近ではそういう人達がふえてきているため

に,仕事を EDPシ ステムにのせるのがたいへん楽にな
つてきております。つい最近もうちの会社の系列代理店

の業務を全部機械にのせましたが,その時にもわれわれ

機lJA室だけではなく営業部のォープンプログラマーを仲

介に立ててやった結果,大変うまく機械化したという実
績を持っています。

最初はアッセンプラの教育を進め,今年の5月 に22∞

が入ってそれもかなり自由に使えるようになりましたの

で,最近は FORTRAN,COBOLの 教育をはじめてお
ります。FORTRAN教育の場合には,一応参加資格と
して 1240を 使って実際に会社の業務に役立てたひと,

成果をあげたひとということにしています。といいます

のはただ趣味でやるのでは意味がないので,前にやった

ものを本当に生かしたひとということにしているわけで

す。それからFORTRANの 最初の文法から説明したの
では非常に効率が悪いのでFORTANに ついては自習し
なさいということで培風館から出ている浦さんの「フォ

ートラン人門」を読んでくること, もしくは NHKの森
H先生の放送を聞いてくることという条件をつけていま

す。さらに条件として 1240で は機械が′1ヽ さくてどうも

不満足である, もっと能力があればこういう仕事をした

いというものを,持っているだろうからそういうものを

必ず持ってこいという非常にきつい条件をつけていま

す。そして東京に集めて5日 間,朝から夜 9時頃まで主

として実習を中心にして講習会 をしました。ある程度

「
OItTRANの基本的な文法を知っていますので自分で

ｎ
υ
●
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プログラムを通 して,エ ラーがでるとなぜだろうと探 し

たり,みんなのプログラムをコピーしてくば り,半 日く

らいディスカッションをしたりすることによって,かな

りのプログラムを組めるひとを養成できました。このよ

うな教育をして,い ま入っている機械をできるだけイJ効
に使 うというふ うに進めております。

計算機の応用例

利用例については,品質管理に関してはほかにいろい

ろ聞かれていると思いますので,ち ょっとかわった例を
お話ししようと思います。

DEゲ ーム
これは DEゲ ーム実験計画法ゲームという名前をつ
けてお ります。

われわれが実験計画をする,ないしはもっと大きく言
えば品質管理の中で統計的方法を使 うということは,特
性要因図で,あ る特性 夕 というものに対 して,要因が
″1,χ 2,・ ¨といろいろあるときに,そのillの定量的な1美:係
をさがしだすことであるわけです。これらを,i極的に探

しだすいろいろな方法,これが実験計画法と言われてい

るものです。この実験計画法というものを,ゲームを通
して楽 しみながら,競守わ心をか りたてながら勉強 しても
らおうというのです。

コス トメ カゝ 5つの要因 χlか ら ″5と 関連 しているも
のとします。これは化学装置工業でいえば温度 とか時

間,触媒の量,圧力とかいう条件,添加物のようなもの

です。χ と ノ との関係を表わす関数をノ=/(χ l,χ 2, ,

亀)と しまづ。この関数は 1次式である必要はないので
10gが入ったり平方根が入ったりしてもかまいません。

それに測定ないしはバラツキの誤差というもυ)が入って

くる。

同じように,工程の品質 Zも 同じよ うに関数 g(κ l,
均,…為)で表わせます。われわれが実験計画を現場に適
用する
j/J合には,コ ストと品質は物の画面でどうしても

両方を考えながらやっていかなくはいけないので,こ の

グームでもiメ|∫方を考えることにします。品質はある規1各

の限界をわってはい |す ないのだという制約をおきますじ

そうしておいてコストがいちばん安 くなるχを求めよう

というわけです。数ι「 前
までは,関数 勇 gをあらかじ

め表に作っておいて,あ とはノロバンを使って,正規舌L

数表を見ながらや りました。レフェリーを人 1間がやって

いたのを計算機にやらせようというわけです。1240で こ

のプログラムを作 りました。各人が χlか ら″5を いろい

ろ選んで計算機に入れてや りますと計算機はそれに対す

るファンクシヨン ス ファンクションどを計算 してχと

yを プリントしてくれます。 もちろんその時には乱数を

発生させて誤差もふくめて打ち出すわけです。そうしま

すとプレイヤーはその結果をながめて,も うちょつと温

度を上げたほうがいいとか,時間をもう少し短かくしよ

うとか 2,3人のグループで議論して,ま た新 しい製造

技術条件を計算機室に持ってくるわけです。また,計算

機に入れてやると結果が出てくる。そういうことをなん

回かやっていく。チームもいくつか作ってどのチームが

いちばん安いコス トの点を発見するかということを競い

合お うというわけです。その時に,ギャンブルだという

わけで,でたらめにや りますと品質が規格をわってしま

う。そういうのは QCエ ンジニアとしては失格というわ
けでペナルティをとるわけです。

私どもの所でこれを利用 したのは,前に研究所から,

実験計画などを知らないのが多いから一度話しをしてく

れと言われまして,その時にこのプログラムを作 りまし

た。最初の 1日 は大変大まかな実験計画の話しをしまし

て,その日の夕方, 日常の計算機の業務がすんだあと,

みんなを集めてこのゲームをや りました。そのひとたち

は,直交表も本をちょっと読んだくらいであまりよく知
らないひとたちです。そうしますと,/7gに わりあい簡
単な関数を選んでもなかなかいい手が見つからない。

いままでやってやる経験的な方法というものが案外だ

めだということをひと晩の実験で理解 してもらいまして

翌日から直交表の使いかたなどの講義をしたわけです。

これも本当は計算機を使わなくてもできるのですが,前
にやった経験ですと,人間がレフェリーをしますと,ひ
とりのレフェリーでせいぜい 3～4チームしか処理がで

きませんが,こ の小さな計算機でも30～40人位のプレ

イヤーを相手にしてレフェリーをすることができます。

ですから時間外にはこんなことをして実験計画の理解を

深めるために使 うこともできます。

プロセスコントロール

つぎに,オフラインのプロセスコントロールですが,
これはさきほど中しましたように,工場でプロセスコン

トロールをやろうというひとたちを相手にして教育をし

ました。そういうひとたちがまっさきに考えたことは,

プロセスコントロールのプログラムの勉強もかねてプロ

グラムを作ろうということでした。

たとえば青い紙があって,次にはもっと薄い青い紙と
いうように,紙の色や厚さのかわったものが次々と同じ

機械で連続的に作られます。すると,製品を切 りかえる

ときに濃いのと薄いのの中間の色ができてしまいます。

そういう場合に染料の添カロをどう変えたらいいか。この

ロスを少なくするために最初,すこし多いめにいきすぎ

21線 準 rしと出賀管理」1970.3



をしてやります。ところがどれくらいふやしたらいいか

というのは,切 りかえるときの原料の残りの量とか,11後

の製品の種類とかいうことによって,ずいぶん違うわけ

です。それは微分方程式とか差分方程式を解けばでてき

ますから,できれば,あ らゆる場合についての表を作っ

ておけばいいのですが,その組合せが多 くて不可能で

す。それで考えたのは,あ と10～ 20分 したら製ユ|:をり」

りかえるというときに,その現場の残,その他をメモし

て計算機室にとんでいってデータを入れると,いい条件

がうちだされる。それをまた現場に走ってもって帰ると

いうことでした。オフラインとオンラインの中間のよう

な使いかたをしているわけです。そしてこのようなこと

を10回 か 20回やっていくと,人間はカンのいいもの

で, こういうデータをいれれば, こういう結果が出ると

いうことがカンでわかる。いちいち計算機室にとんでい

かなくてもよくなります。計算機におしえられて人間が

利 ilに なったというそんな使いかたもあります。

お わ り に

まとまらない話しで申しわけないのですが,いままで

申したような話しから,中企業ないし小企業でもうまく

工夫すれば計算機は自分たちの手近な所にあるのだ, と

いうことをわかっていただけたらよろしいと思います。

これは私,自 己流でやっていますので, もっといい方法

があるかとも思います。
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